
時計台
前から

SAPPORO INTERNATIONAL COMMUNICATION PLAZA FOUNDATION

〒060-0001
札幌市中央区北1条西3丁目 札幌MNビル
Kita1 Nishi3,Chuo-ku,Sapporo 060-0001 
JAPAN
TEL:011-211-3670 FAX:011-211-3673
E-mail:sicpf@plaza-sapporo.or.jp
URL:http://www.plaza-sapporo.or.jp

札幌国際プラザ公益
財団
法人

北海道の 森林保全と環境への配慮のため、道産間伐
材を原料にした用紙、有害廃液の出ない「水なし印刷」
及び大豆インキを使用して作成しています。

vol.75
April/2012

P02

■ 特集

世界の国々を紹介します
～SAPPOROこども領事 ほか

P06
■ 多文化交流

姉妹都市との民間交流を推進 ほか

P10

■ コンベンション

中国市場に攻勢を！
「さっぽろMICE」の魅力をPR ほか

P11
■ コンベンション

Meet Japan 2012 ほか



特
集

札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
の
財
団
法
人
化
20
周
年
を

記
念
し
て
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
開
催
し
た

「
S
A
P
P
O
R
O
こ
ど
も
領
事
」に
は
、
市
内
の
小

学
校
12
校
よ
り
、
5
、
6
年
生
48
名
が
参
加
。
去
る

12
月
10
日
㈯
、
市
内
9
つ
の
総
領
事
館
、
領
事
館
、

通
商
事
務
所
、名
誉
領
事
館
の
代
表
か
ら
、各
国
の
「
こ

ど
も
領
事
」に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
領
事
」
は
そ

の
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

担
当
国
の
領
事
館
等
を
訪

問
、
領
事
館
等
の
担
当
者

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
訪
問

時
に
は
そ
の
国
の
食
べ
物

の
試
食
や
、
伝
統
楽
器
に

触
れ
る
な
ど
の
体
験
も
。

初
め
て
知
る
こ
と
が
非
常
に
多
く
、
沢
山
の
刺
激
を

受
け
た
子
供
達
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

領
事
館
等
の
訪
問
準
備
か
ら
、
訪
問
、
学
習
内
容

の
ま
と
め
、
発
表
に
至
る

ま
で
は
、
札
幌
国
際
理
解

教
育
研
究
会
よ
り
延
べ
50

名
近
く
の
先
生
に
子
供
達

の
指
導
、
サ
ポ
ー
ト
な
ど

ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
在
住
の
外
国

人
の
方
の
ご
協
力
も
得
て
、

自
分
の
担
当
国
の
出
身
者
と
初
め
て
出
会
う
機
会
を

持
っ
た
子
供
達
も
多
く
い
ま
し
た
。

1
月
29
日
㈰
に
は
、
共
催
団
体
で
あ
る
札
幌
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
特
別
会
議
場
を
会
場
と
し

て
、「
こ
ど
も
領
事
」が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
国
に

つ
い
て
、
そ
の
魅
力
や
日
本
と
の
関
係
な
ど
、
学
習

し
た
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
当
日
は
発
表
者
の
家

族
や
学
校
関
係
者
な
ど
1
5
0
名
が
観
覧
に
訪
れ
ま

し
た
。
大
き
な
国
際
会
議
場
で
多
く
の
観
覧
者
を
前

に
、
緊
張
感
を
高
め
つ
つ
も
、「
こ
ど
も
領
事
」は
元

気
よ
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
子
供
ら
し
い
自
由
な
表
現
で

発
表
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。

発
表
会
後
に
は
、
領
事
館
等
の
関
係
者
、
父
母
ら

と
と
も
に
、
領
事
館
等
よ
り
提
供
を
受
け
た
各
国
の

菓
子
な
ど
を
囲
ん
で
交
流
。
発
表
を
終
え
、
ほ
っ
と

し
た
子
供
達
か
ら
は
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供

達
は
、「
実
際
に

行
っ
て
み
た
い
」

な
ど
、
外
国
へ
の

興
味
を
よ
り
深

め
、
将
来
国
際
舞

台
で
活
躍
す
る
人

材
へ
と
成
長
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　2012 年 1 月 13 日㈮午後 6 時より、札幌市民ホー
ルにて、財団法人化 20 周年を記念し、「第 19 回中
東を知るセミナー～イスラム・アフガニスタンを知る
～」を開催しました（主催：（財）中東調査会・（公財）
札幌国際プラザ、共催：外務省）。
　今回のセミナーでは、NHK の記者を退職後、様々
な時事問題をわかりやすく伝えるジャーナリストと
して人気が高い池上
彰氏、外務省国際情
報統括官組織国際情
報官（第二担当）の
高橋博史氏の 2 名を
講師にお招きし、約
850 名の市民が参加
しました。
　池上氏は「イスラ
ム世界の基礎の基礎」
というテーマに基づ
き、様々な国で発行
されている世界地図

を実際に紹介し、それぞれの国・地域から見ることに
より位置が変わること、「中東」という表現について
もイギリスから見た位置であることなど、約 1 時間半
にわたり講演を行いました。
　高橋氏は「ア
フガニスタン・
パキスタンをめ
ぐ る 問 題 」 を
テーマに、国際
テロや、イスラ
ム過激派、核問
題について、そ
の背景や現状を
画像、グラフを
使いながら、熱い口調で話しました。
　参加者からは「中東の知識がより深まった」、「とて
もわかりやすかった」など、中東地域について興味や
理解が深まったとの意見が寄せられました。また、講
演の前には札幌交響楽団コンサートマスターの大平ま
ゆみ氏による演奏会があり、参加者を楽しませました。

池上彰氏・高橋博史氏が講演 〜中東を知るセミナー〜

世
界
の
国
々
を
紹
介
し
ま
す

�
 

～
S
A
P
P
O
R
O
こ
ど
も
領
事

市
内
の
小
学
生
が
外
国
公
館
等
を
訪
問
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
成
果
を
発
表

任命証を胸に記念撮影

発表会の様子

外国公館訪問
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特
集

　1月14日 ㈯、15日
㈰の2日間、モンゴル
国ウランバートル市で

「冬の見本市」が開催さ
れました。この見本市
は、積雪寒冷地の都市
が共通課題を話し合う

「世界冬の都市市長会
議」と併せ、2年に1度
実施されるもので、国際プラザは、札幌市やJICA札幌、札幌
商工会議所等とともに出展委員会を立上げました。
　札幌・北海道からの
出展企業では、山謙工
業（札幌）、いずみガー
デン（旭川）、旭栄工務

（旭川）、ケイセイマサ
キ建設（新冠）の建設関
連4社と札幌市防災協
会がブースを設け、高
断熱住宅や施工技術を
売り込んだほか、13社が資料の展示配布を行いました。
　札幌・北海道ブースには2日間で約1,400名が来場。合弁
会社設立や不動産開発の打診もあり、経済成長の一方で大気
汚染対策等が課題となっている同市でのビジネスチャンスに
手応えを感じました。日本の4倍の国土に、北海道の半分の人
口が住むモンゴル、その豊富な地下資源には世界が注目して
います。

　3月1日㈭、札幌市内の
ホテルで、モンゴル経済の
現状を紹介するセミナーが
開かれ、道内各地から企業
経営者ら約30名が参加し
ました。このセミナーは、
冬の見本市への参加を契機
にモンゴルとのつながりを
深めていこうと出展委員会
が企画したものです。
　初めにウランバートル市のテュムルチュルン投資局長が講
演。集合住宅や道路・橋梁等のインフラ整備需要が高まって
いることをアピールし、日本の品質の高さや技術を学びたい
と、道内企業のモンゴル進出への期待を述べました。

　続いて、北星学園大学非常
勤講師の滝口良氏が、都市部
で深刻化する大気汚染の現状
や、郊外に広がる「ゲル地区」
と再開発の状況、市民の健康
志向の高まり等を紹介。
　また造園業でモンゴルに
進出した和泉政義氏からは、

「良いパートナーを見つける
ことが最重要、進出に当たっ
ては十分な調査が必要だが
チャンスを逃してはいけな
い」とのアドバイスがありま
した。

　2012年 は、 日 本
とインドの国交樹立
60周年の記念の年で
あり、国内各地でイン
ドとの交流事業が開催
されます。インド政府
は、そのキックオフイ
ベントとして、去る2
月6日㈫から開催され
た“第63回さっぽろ
雪まつり”において、
大通7丁目会場（HBC
広場）にタージ・マハー
ルの大雪像やインド関
連の店等、「インド広
場」を設置しました。
　インド共和国観光大臣スポドゥ・カント・サハイ閣下が初
めて開会式に参加され、ユネスコ世界遺産であるタージマハー
ルの大雪像をバックに、これまでの両国の相互理解への感謝
と、今後益々の親交の約束をされるなど、大勢の市民や観光
客に大きなメッセージを熱く伝えました。
　また、世界最高レベルのインド舞踊団“Ticket to Bollywood”
もムンバイから来訪し、雪まつりのステージで繰り広げ、華
麗で芸術的な踊りに、会場は大きな賑わいを見せました。イ
ンドのテレビ局は、雪まつりの取材をはじめ、札幌及び近郊
の観光の魅力、市民との交流場面などをくまなくインドへ発
信しました。
　両国の交流が今後ますます交流拡大していく中で、札幌市
では、2011年よりインドのメディアや旅行会社を積極的に
招請しています。ITやコンテンツ産業など、札幌・北海道が
誇る優れた科学技術分野を通して相互に協力することが可能
です。ボリウッドに代表される映像業界にも精通するインド
は、アジアでも映画の舞台となっています。
　地元の窓口を務める北海道名誉観光領事のダニエル・マンス
カニ氏は、両国の友情の歴史が新たに札幌から発信されること
を大いに喜び、2012年を通して経済・文化・観光など、あ
らゆる分野の人々の交流が活発になることを期待しています。

国際プラザは、今回の
イベントに当初から関
わってきましたが、観
光及びMICE市場として
も、両地域の連携協力
を強化し、さらなる発
展を目指す一翼を担い
たいと考えています。

ウランバートルでビジネスチャンスを探る「冬の見本市」

モンゴル経済の今を紹介

日インド国交樹立60周年
さっぽろ雪まつり“インド広場”から友好のメッセージ

雪まつり会場にて

市長表敬の様子

舞踊団による演舞

インド共和国観光大臣によるスピーチ

冬の見本市

現地テレビ局の取材の様子

ウランバートル市　街中

ウランバートル市　郊外

モンゴルセミナー  投資局長（左）
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交
流

多
文
化

1
月
7
日
㈯
に
開
催
し
た
「
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
Ｄ

Ａ
Ｙ
！
」は
、「
外
国
に
つ
な
が
る
子
供
達
や
保
護

者
の
皆
さ
ん
に
、
気
軽
に
プ
ラ
ザ
に
遊
び
に
来
て

も
ら
い
た
い
」そ
ん
な
思
い
で
企
画
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
韓
国
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
等
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
親
子
5
組
（
子
供
9
名
、
保
護
者
8
名
）が
サ

ロ
ン
を
訪
れ
ま
し
た
。

お
正
月
の
遊
び
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
サ

ロ
ン
に
は
福
笑
い
や
か
る
た
等
お
正
月
の
遊
び
を

用
意
し
、
参
加
し
た
子
供
達
は
元
気
い
っ
ぱ
い
に

遊
び
ま
し
た
。

日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た
子
供
、
来
日
し
た
ば

か
り
の
子
供
な
ど
、
参
加
者
の
背
景
は
様
々
で

す
。
子
供
達
は
徐
々
に
打
ち
解
け
、
一
緒
に
ゲ
ー

ム
を
し
た
り
、
絵
を
描
い
た
り
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
か
る
た
は
み
ん
な
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

子
供
と
一
緒
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
同

士
の
会
話
も
弾
み
、
親
子
で
の
出
会
い
に
つ
な

が
っ
た
様
子

で
し
た
。
こ

れ
を
機
に
、

日
常
的
に
サ

ロ
ン
に
立
ち

寄
っ
て
く
だ

さ
る
方
が
少

し
で
も
増
え

る
と
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

海
外
か
ら
の
移
住
や
国
際
結
婚
等
に
よ
り
、

多
様
な
文
化
的
背
景
を
持
つ
子
供
が
増
え
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
供
を
取
り
巻
く
現
状
や

課
題
、
支
援
策
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、
1
月

21
日
㈯
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
89
名
の

参
加
者
と
共
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

愛
知
淑
徳
大
学
非
常
勤
講
師
の
松
本 
一
子
氏

に
よ
る
基
調
講
演
で
は
、
国
の
受
入
施
策
、
他

地
域
の
取
組
み
、
課
題
等
に
つ
い
て
お
話
し
頂

き
ま
し
た
。「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に
も

関
わ
る
」と
、
母
語
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
市
内
の
学

校
教
諭
や
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
多
様

な
立
場
か
ら
の
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。「
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う

対
応
す
る
か
」「
保
護
者
と
学
校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
重
要
」な
ど
の
意
見
を
共
有
し
ま

し
た
。

今
後
の
取
組
み
に
向
け
「
地
域
全
体
で
サ
ポ
ー

ト
で
き
る
よ
う
に
」「
担
い
手
同
士
が
チ
ー
ム
と

し
て
動
き
ま
し
ょ
う
！
」と
、
思
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
た
い
」

「
活
動
し
て
み
た
い
」

と
い
う
感
想
も
多
く
、

参
加
者
に
と
っ
て
も
、

ひ
と
つ
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

平
成
20
年
度
か
ら
定
期
放
送
を
開
始
し
た
国

際
プ
ラ
ザ
の
多
言
語
Ｆ
Ｍ
放
送
「
み
ん
な
の
ラ
ジ

オ
」。
今
年
度
は
5
カ
国
の
国
際
交
流
員
に
よ
る

週
替
わ
り
の
外
国
語
と
、
や
さ
し
い
日
本
語
を
交

え
て
2
0
1
1
年
7
月
1
日
㈮
か
ら
2
0
1
2
年

1
月
27
日
㈮
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、
合
計
30
回
の

放
送
を
行
い
ま
し
た
。
札
幌
の
外
国
人
住
民
や
外

国
か
ら
の
観
光
客
、
国
際
交
流
に
関
わ
る
皆
さ
ん

の
気
取
ら
な
い
お
し
ゃ
べ
り
は
、
多
く
の
方
々
に

と
っ
て
身
近
に
あ
る
多
文
化
共
生
に
気
づ
く
き
っ

か
け
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
番
組

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
も
た
く
さ
ん
の

方
に
視
聴
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「
み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
」は
、
今
年
で
4
年
間
の
実

証
実
験
を
終
了
し
ま
す
。
災
害
時
に
情
報
弱
者
と

な
る
可
能
性
の
あ
る
外
国
人
へ
の
情
報
提
供
に
つ

い
て
、
国
際

プ
ラ
ザ
は
今

後
も
さ
ら
に

効
果
的
な
方

法
を
探
っ
て

い
き
ま
す
。

札
幌
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
に
て
中
国
か
ら
の
留

学
生
が
地
震
や
消
火
訓
練

等
を
体
験
し
ま
し
た
。
体

験
訓
練
後
に
は
、
館
長
よ

り
災
害
・
防
災
に
つ
い
て

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、

何
を
す
れ
ば
良
い
の
か
、
避
難
所
と
は
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
か
…
。
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま

し
た
。「
防
災
マ
ッ
プ
」を
使
い
、
自
宅
最
寄
り
の

避
難
所
を
確
認
し
、「
大
学
が
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、
災
害
時
は
大
学
へ
向
か
い
ま
す
」

と
、
留
学
生
の
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
来
、
災
害
・
防
災
へ
の
意
識

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
取
組
み
の
参
考
と

す
る
た
め
、
初
め
て
「
ひ
ま
わ
り
連
合
自
治
会
防

災
会
冬
季
防
災
訓
練
」（
2
月
5
日
㈰
）に
、
外
国

人
住
民
3
名
と
共
に
参
加
し
ま
し
た
。

拓
北
地
域
6
町
内
会
で
構
成
さ
れ
る
同
連
合
自
治

会
で
は
、
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
に
長
く
取
組
ん

で
い
ま
す
。
当
日
は
厳
冬
期
の
避
難
体
験
と
し
て
、

電
気
・
水
道
・
ガ
ス
が
寸
断
さ
れ
た
状
況
を
体
験
し
、

改
め
て
冬
期
間
の
災
害
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
今
後
も
多
文
化
共
生
の
地
域

づ
く
り
の
中
で
、
防
災
の
取
組
み
を
す
す
め
ま
す
。

松本一子さんによる基調講演

サロンでお絵描き！週替わりで５カ国の交流員が出演

「
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
」

か
ら
多
文
化
共
生
を
考
え
る

～
子
ど
も
の
た
め
の
多
文
化
共
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
～

多
言
語
で
わ
か
り
や
す
く

情
報
発
信～「

み
ん
な
の
ラ
ジ
オ
」～

み
ん
な
で
プ
ラ
ザ
に
遊
び
に
い
こ
う
！

〜
外
国
に
つ
な
が
る
親
子
向
け
に

�

「
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
Ｄ
Ａ
Ｙ
！
」開
催
～

災
害
が
起
き
た
ら
な
に
を
す
る
？

ど
こ
へ
行
く
？

～
札
幌
国
際
プ
ラ
ザ
防
災
事
業
～

避難所の場所を確認！

「
留
学
生
の
た
め
の
防
災
体
験
ツ
ア
ー
＠
札
幌

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
」
（
11
月
26
日
㈯
実
施
）

今
後
の
取
組
み
に
向
け
て
…
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交
流

多
文
化

多
文
化
共
生
の

地
域
づ
く
り
を
進
め

る
に
は
、
市
民
団
体

や
自
治
体
な
ど
の
多

様
な
担
い
手
の
連
携

が
大
切
で
す
。
道

内
の
自
治
体
や
市
内

の
サ
ポ
ー
ト
団
体
等

と
の
顔
の
見
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目

指
し
、
2
0
1
0
年
よ
り
2
年
間
「
多
文
化
共
生

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
2
年
間
の
「
ま
と
め
」と
位
置
付
け
、

主
催
者
で
あ
る
北
海
道
国
際
交
流
・
協
力
総
合

セ
ン
タ
ー
（
H
I
E
C
C
）と
国
際
プ
ラ
ザ
よ
り
、

他
団
体
等
と
の
連
携
で
実
施
し
た
事
業
を
紹
介

し
ま
し
た
。

続
く
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

主
催
者
側
が
来
年
度
に
向
け
て
計
画
し
て
い
る

事
業
を
題
材
に
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
ど
の
よ
う
に
活
か

せ
る
か
等
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出

さ
れ
、
今
後
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
「
つ
な
が
り
」

の
重
要
性
を
感
じ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な

り
ま
し
た
。

多
文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
今
回
で
最

終
回
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
に
生
き
生
き
と
取
組
み
な
が
ら
、
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
大
き
な
力
と
し
て
、
多
文
化
共
生

の
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

グループディスカッション

多
様
な
担
い
手
の

つ
な
が
り
を
活
か
し
て

～
多
文
化
共
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
～

11
月
12
日
㈯
、
外
国
人
法
律
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
の
共
催
に
よ
り
「
外
国
人
の
相
続
問

題 

～
弁
護
士
に
よ
る
法
律
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

し
ま
し
た
（
英
語
通
訳
つ
き
）。

テ
ー
マ
は
日
本
に
長
く
住
む
外
国
人
や
国
際

結
婚
カ
ッ
プ
ル
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
、
相
続

問
題
。
日
本
で
は
一
般
的
に
ど
の
よ
う
な
ル
ー

ル
で
相
続
が
行
わ
れ
る
か
、
財
産
が
二
つ
の
国

に
あ
る
場
合
に
遺
言
は
ど
の
よ
う
に
残
せ
ば
い

い
か
な
ど
、
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
、
弁
護

士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。
セ
ミ

ナ
ー
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
進
め

ら
れ
、
17
名
の
参
加
者
か
ら
は
「
国
際
結
婚
を

し
て
い
る
私
た
ち
に
必
要
な
情
報
で
し
た
」「
こ

れ
か
ら
も
、
長
く
札
幌
に
住
む
外
国
人
の
た
め

の
事
業
を
行
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
終
了
後
は
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
会
が

開
催
さ
れ
ま

し
た
。

国
際
プ

ラ
ザ
で
は
、

外
国
人
住
民

が
安
心
し
て

生
活
で
き
る

た
め
の
取
組

み
を
、
今
後

も
続
け
て
い

き
ま
す
。

国
際
結
婚
カ
ッ
プ
ル
へ 

「
遺
言
の
ス
ス
メ
」

～
弁
護
士
に
よ
る
法
律
セ
ミ
ナ
ー
～

10
月
23
日
㈰
、
国
際
プ
ラ
ザ
、
S
E
M
I
（
札

幌
医
療
英
語
通
訳
グ
ル
ー
プ
）の
共
催
に
よ
り
、

国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
小
さ
な
お

子
さ
ん
を
育
て
て
い
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
出

産
や
子
育
て
を
予
定
し
て
い
る
外
国
籍
の
父
母
を

対
象
に
、
母
子
保
健
と
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
紹
介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
5
カ
国
7
名
の
父
母
が
参
加
。
日
英

で
実
施
し
た
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
札
幌
市
保
健
福

祉
局
保
健
所
健
康
企
画
課
の
酒
井
彩
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
お
子
さ
ん
の
出
生
か

ら
3
才
ま
で
の
保
健
制
度
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
案
内
。
勤
医
協
菊
水
子
ど
も
診
療
所

医
師
の
福
山
桂
子
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、
乳
幼
児

期
の
疾
患
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
も
提
供

い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
札

幌
市
が
計
画
中

の
予
防
接
種
の

し
お
り
の
英
語

版
作
成
に
つ
い

て
、
参
加
者
か

ら
意
見
を
聴

取
。
少
人
数
な

が
ら
も
有
意
義

な
セ
ミ
ナ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

11
月
3
日
㈭
、
4
日
㈮
の
2
日
間
、
医
療
英
語

教
育
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
押
味
貴
之
氏
を

お
招
き
し
、
医
療
英
語
・
医
療
通
訳
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
で
6
回
目
と
な
る
当
セ
ミ
ナ
ー
は
「
医
療

現
場
で
役
立
つ
使
え
る
英
語
」を
テ
ー
マ
に
、
医

療
通
訳
に
興
味
が
あ
る
方
の
た
め
の
「
入
門
編
」、

医
療
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
や
医
療
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
を
対
象

と
し
た
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
編
」、
今
回
初
め
て
実

施
し
た
「
医
療
従
事
者
編
」の
3
部
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。 

講
師
の
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
、
分
か
り
や
す
い
説

明
に
、
小
グ
ル
ー
プ
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
加

わ
り
、
と
て
も
楽
し
く
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
、
ど

の
講
座
も
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ

た
方
々
か
ら

は
、
今
後
の

開
催
予
定
を

尋
ね
る
方
も

多
く
、
医
療

通
訳
・
医
療

英
語
へ
の
関

心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま

し
た
。

さ
っ
ぽ
ろ
で
子
育
て
を
楽
し
も
う
！

～
外
国
籍
の
父
母
を
対
象
に

�

母
子
保
健
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
～

医
療
英
語
・
医
療
通
訳
セ
ミ
ナ
ー

～
医
療
現
場
で
役
立
つ
表
現
や

�

勉
強
法
を
学
ぶ
～

ユーモアを交えた、わかりやすい解説

意見交換の様子ユーモアをまじえた説明
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交
流

多
文
化

い
の
国
の
言
葉
で

挨
拶
を
交
わ
し
、

す
ぐ
に
打
ち
解
け

て
い
ま
し
た
。
二

つ
の
小
学
校
の
間

で
こ
れ
か
ら
は
ス

カ
イ
プ
を
用
い
て

交
流
を
続
け
る
と

い
う
ア
イ
デ
ィ
ア

も
出
ま
し
た
。

2
月
14
日
㈫

に
は
札
幌
ば
ん

け
い
ス
キ
ー
場

で
ス
キ
ー
を
体

験
し
ま
し
た
。
雪

の
少
な
い
大
田

の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
、
た
く

さ
ん
の
雪
に
覆

わ
れ
た
札
幌
の

冬
は
と
て
も
魅

力
的
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

姉
妹
都
市
で
あ
る
札
幌
の
冬
の
魅
力
を
満
喫

す
る
と
と
も
に
、
出
会
っ
た
人
々
と
の
温
か
い

交
流
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
に
札
幌
へ
の

親
し
み
が
生
ま
れ
る
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
：
札
幌
姉
妹
都
市
協
会

共
催
：
（
公
財
）札
幌
国
際
プ
ラ
ザ

※�

こ
の
事
業
は
、
さ
ぽ
ー
と
ほ
っ
と
基
金
（
寄
付

者
：
株
式
会
社
太
陽
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役

社
長　

東
原
俊
郎
様
）の
助
成
に
よ
り
運
営
さ

れ
ま
し
た
。

姉
妹
・
友
好

都
市
で
あ
る
中
国

瀋
陽
と
韓
国
大
田

か
ら
の
学
生
17
名

と
、
留
学
生
を
含

む
札
幌
圏
在
住
の

学
生
13
名
、
計
30

名
の
大
学
生
が
、

2
月
11
日
㈯
か
ら

22
日
㈬
ま
で
の
12

日
間
に
わ
た
っ

て
、「
行
動
し
よ

う
！
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
講
義
や
「
小
樽
雪
あ
か
り

の
路
」を
は
じ
め
と
し
た
活
動
体
験
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
震
災
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
組
む
学
生
団
体
と
の
意
見
交

換
、
日
中
韓
混
合
チ
ー
ム
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
し
な
が
ら
体
系
的
に
学

び
ま
し
た
。

期
間
中
は
、
様
々
な
交
流
の
場
と
し
て
、
市

期
間
中
は

平
岸
高
校
の
生

徒
と
雪
ま
つ
り

大
通
会
場
で
雪

像
を
共
同
作
成

し
た
り
、
レ
ッ

ツ
ト
ー
ク
（
2

月
7
日
㈫
）
や

ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
（
2
月
11

日
㈯
）
で
多
く

の
札
幌
市
民
と

直
接
会
話
す
る

な
ど
、
様
々
な
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
、

15
日
間
の
充
実
し
た
研
修
を
終
え
ま
し
た
。
グ

ラ
ン
ト
高
校
か
ら
は
今
夏
も
約
20
名
の
生
徒
が

来
札
し
、
夏
期
研
修
を
行
う
予
定
で
す
。

2
月
10
日
㈮
～
15
日
㈬
の
6
日
間
、
韓
国
・

大
田
広
域
市 

田
民
（
チ
ョ
ン
ミ
ン
）小
学
校
の

チ
ェ
・
ジ
ェ
ソ
ン
校
長
と
5
年
生
児
童
12
名
が
来

札
し
ま
し
た
。
同
小
学
校
に
は
2
0
1
1
年
10
月

に
札
幌
か
ら
市
民
訪
問
団
が
訪
れ
て
お
り
、
今

回
、
相
互
訪
問
が
実
現
し
た
形
に
な
り
ま
し
た
。

滞
在
中
、
子
ど
も
た
ち
は
一
般
家
庭
へ
の
ホ
ー
ム

ビ
ジ
ッ
ト
や
子
ど
も
会
と
の
交
流
会
な
ど
、
幅

広
い
年
代
の
札
幌
市
民
と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

2
月
13
日
㈪
の
大
倉
山
小
学
校
訪
問
で
は
、

同
小
学
校
の
5
年
生
83
名
と
交
流
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
事
前
に
勉
強
を
重
ね
て
き
た
お
互

内
4
校
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
小
学
校
訪
問
を

し
た
ほ
か
、
国
際
プ
ラ
ザ
の
「
レ
ッ
ツ
ト
ー
ク
・

瀋
陽
＆
大
田
ス
ペ
シ
ャ
ル
」で
出
身
都
市
の
紹
介

を
す
る
な
ど
、
多
く
の
人
々
と
出
会
い
交
流
す

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

最
終
日
の
活
動
報
告
会
で
は
、
3
カ
国
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
話

し
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
発
表

し
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の

決
意
表
明
と
し
て
宣
言
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報

告
会
に
参
加
し
た
市
民
の
方
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
意
見
交

換
の
場
と
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
よ
っ
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
だ
け
で

な
く
、
と
き
に
は
言
葉
や
文
化
の
壁
に
ぶ
つ
か

り
な
が
ら
も
熱
い
友
情
を
育
み
、
築
い
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
今
後
も
生
か
し
て
活
躍
す
る
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ポ
ー
ト
ラ
ン

ド
市
か
ら
、
日
本
語
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
を
受
け

る
高
校
生
5
名
が
来
札
し
、
短
期
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
幼
稚
園
か
ら
日
本
語
教
育
を
受
け
て

き
た
彼
ら
は
、
一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

し
な
が
ら
市
立
高
校
に
通
い
、
授
業
や
部
活
を

体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、各
自
の
テ
ー
マ
研
究
や
、

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

冬
の
札
幌
で
高
校
生
活
を
体
験
！

～
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
市
グ
ラ
ン
ト
高
校

�

冬
期
札
幌
研
修
受
入
～

行
動
し
よ
う
！
学
生
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り

～
学
生
国
際
合
宿
セ
ミ
ナ
ー
2
0
1
2
開
催
～

大
田
か
ら
初
め
て
の
小
学
校
訪
問
団
が
来
札
！

～
大
田
小
学
生
受
入
プ
ロ
グ
ラ
ム

�

「
み
ら
い
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」～ 札幌の高校生と雪像を共同作成

各国自慢の料理に挑戦
活動報告会の様子

子ども会との交流会大田の小学生・日本の給食を体験
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交
流

多
文
化

12
月
17
日
㈯
、「Let

’s play

ハ
ン
グ
ル
～
学

生
ス
ペ
シ
ャ
ル
～
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学

生
と
高
校
生
17
名
の
学
生
が
参
加
し
、
韓
国
文

化
に
つ
い
て
学
び
、
韓
国
人
留
学
生
4
名
と
一

緒
に
チ
ー
ム
を
組
ん
で
韓
国
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

前
半
は
講
師
の
韓
国
国
際
交
流
員
カ
ン
・
ミ

ン
ジ
ョ
ン
さ
ん
が
韓
国
の
学
校
や
生
活
、
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
紹
介
。
後
半
は
前
半
の
話
を
復
習
で

き
る
よ
う
な
〇
×
ク
イ
ズ
、
韓
国
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
S
P
E
E
D
ク
イ
ズ
を
行
い
、
参
加

者
は
よ
り
韓
国

へ
の
理
解
を
深

め
ら
れ
た
様
子

で
し
た
。
他
に

も
韓
国
語
に
よ

る
自
己
紹
介

や
、
体
で
表
現

す
る
韓
国
式

じ
ゃ
ん
け
ん
な

ど
を
行
い
、
韓

国
人
留
学
生
と

の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
韓
国

を
よ
り
身
近
に

感
じ
、
新
た
な

こ
と
を
知
る
良

い
機
会
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。

当
日
は
約
80
名
が
参
加
者
し
、「
も
っ
と
ロ
シ

ア
に
つ
い
て
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
」「
レ
ッ
ツ

ト
ー
ク
ロ
シ
ア
語
に
も
参
加
し
て
み
た
い
で
す
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

ロ
シ
ア
の
音
楽
が
流
れ
、
ロ
シ
ア
の
お
も
ち
ゃ

や
小
物
な
ど
を
展
示
。
参
加
者
は
珍
し
そ
う
に

眺
め
て
い
ま
し
た
。

2
月
27
日
㈪
、

「
ベ
ル
リ
ン
の
壁

崩
壊
の
裏
話
」
を

テ
ー
マ
に
、
ド
イ

ツ
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

講
師
の
ド
イ
ツ

国
際
交
流
員
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
フ
ィ
ー
ツ
ェ
ッ

ク
さ
ん
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
時
に
、

東
ド
イ
ツ
の
ポ
ツ
ダ
ム
に
住
み
、
崩
壊
後
す
ぐ

に
西
ド
イ
ツ
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
壁
が
で
き
た
き
っ
か
け
を
初
め
、
壁
が
崩

壊
す
る
ま
で
の
経
過
や
自
ら
の
体
験
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
し
、
最
後
に
「
グ
ッ
バ
イ
、
レ
ー
ニ

ン
!
」や
「
善
き
人
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
」な
ど
東
ド

イ
ツ
の
生
活
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
映
画
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
後
は
、
約
80
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
「
ド
イ
ツ
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
の
セ
ミ

ナ
ー
」、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
セ
ミ
ナ
ー
」を
開

催
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。

2
月
4
日
㈯
～
7
日
㈫
の
日
程
で
、
大
田
姉

妹
都
市
委
員
会
・
金
政
泰
（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
テ)

委
員
長
を
団
長
と
す
る
、
48
名
の
市
民
訪
問
団

が
北
海
道
を
訪
問
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
雪
ま

つ
り
会
場
等
で
、
寒
さ
と
雪
を
魅
力
に
変
え
る

札
幌
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
学
し
ま
し
た
。

2
月
6
日
㈪
、
札
幌
姉
妹
都
市
協
会
は
同
委

員
会
と
、
今
後
の
両
市
民
の
相
互
理
解
と
友
好

を
深
め
る
た
め
民
間
交
流
を
活
性
化
す
る
旨
の

合
意
書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

12
月
20
日
㈫
、「
第
29
回
中
国
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
中
国
版

各
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー

ツ
イ
ッ
タ
ー
〜
中

国
人
の
生
活
を
変

え
た
!?
〜
」、
講

師
は
中
国
国
際
交

流
員
の
賀
小
雲
さ

ん
。
着
任
後
、
初

め
て
の
セ
ミ
ナ
ー

で
、
少
し
緊
張

し
た
様
子
で
し
た

が
、
現
在
、
中
国
で
人
気
を
集
め
て
い
る
中
国

版
ツ
イ
ッ
タ
ー
新
浪
微
博
（
シ
ナ
・
ウ
ェ
イ
ボ
ー
）

の
特
徴
や
、
新
浪
微
博
を
利
用
し
、
様
々
な
事
件

を
伝
え
て
い
る
機
能
な
ど
画
像
も
交
え
な
が
ら
、

紹
介
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
60
名
の
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
、
日
本
で
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
中
国
版
ツ

イ
ッ
タ
ー
の
話
で
、
一
層
中
国
の
こ
と
を
知
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

1
月
26
日
㈭
、

「
第
31
回
ロ
シ

ア
を
知
る
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ロ
シ
ア

国
際
交
流
員
マ
キ

シ
ム
・
サ
ゾ
ノ
フ

さ
ん
が
「
ロ
シ
ア

に
住
ん
で
い
る
人
は
ロ
シ
ア
人
？
」を
テ
ー
マ
に

ロ
シ
ア
に
住
ん
で
い
る
様
々
な
民
族
の
暮
ら
し

方
や
文
字
の
違
い
な
ど
、
各
民
族
の
特
徴
を
映

像
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
語
り
ま
し
た
。

Let

’s play

ハ
ン
グ
ル

�

～
学
生
ス
ペ
シ
ャ
ル
～熱心に話を聞く参加者たち

合意書の交換

姉
妹
都
市
と
の

民
間
交
流
を
推
進

～
大
田
市
民
訪
問
団
受
入
～ 

中国国際交流員　賀小雲さん

ドイツ国際交流員
クリスティアン・フィーツェックさん

中
国
版
ツ
イ
ッ
タ
ー 

中
国
人
の
生
活
を
変
え
た
!?

�

～
第
29
回
中
国
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

ロ
シ
ア
に
住
ん
で
い
る
人
は
み
ん
な
ロ
シ
ア
人
？

�

～
第
31
回
ロ
シ
ア
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
の
裏
話

�

～
ド
イ
ツ
を
知
る
セ
ミ
ナ
ー
～

ロシア国際交流員
マキシム・サゾノフさん
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交
流

多
文
化

2
月
25
日
㈯
、
国
際
プ
ラ
ザ
交
流
サ
ロ
ン
に

お
い
て
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
ひ
な
ま
つ
り
」

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
様
々
な

企
画
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、

今
年
は
ギ
タ
ー
伴
奏
と
歌
手
の
方
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
で
幕
開
け
。「
朧
月
夜
」の
他
数
曲
と
、
参

加
者
と
一
緒
に
「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」を
歌

い
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
は
各
コ
ー
ナ
ー

に
て
、
和
紙
折
り
紙
体
験
や
、
抹
茶
と
和
菓
子

な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。
和
も
の
バ
ザ
ー

で
は
小
物
や
ゆ
か
た

な
ど
が
参
加
者
の

目
を
引
き
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
の
収
益
金

一
万
八
千
七
百
十
円

は
震
災
復
興
義
援
金

と
し
て
、
日
本
赤
十

字
社
へ
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。

1
月
6
日
㈮
か
ら
12
日
㈭
ま
で
、
札
幌
市
民

ホ
ー
ル
、
か
で
る
2
・
7
、
ラ
ル
ズ
プ
ラ
ザ
札

幌
の
3
会
場
で
、
2
0
1
2
カ
レ
ン
ダ
ー
リ
サ

イ
ク
ル
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
企
業
や
家
庭

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
恒
例
と
な
っ
た

D
V
D
上
映
会
、
子
ど
も
へ
の
絵
本
読
み
聞
か
せ

な
ど
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
2
月
4
日
㈯

に
は
、
サ
ロ
ン
内
の
ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
札
幌

開
設
2
周
年
を
記
念
し
て
、
昨
年
に
引
き
続
き
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
い

わ
れ
る
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
」が
開
幕
す
る
時
期

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
が
テ
ー
マ
。
在
札
幌
米
国
総
領
事
館
の
ジ
ョ

ン
・
テ
イ
ラ
ー
領
事
と
地
元
チ
ー
ム
選
手
た
ち
の

解
説
・
実
演
に
よ
り
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
し
た
。

テ
イ
ラ
ー
領
事
か
ら
は
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ

を
凌
ぐ
人
気
で
あ
る
こ
と
や
ゲ
ー
ム
の
醍
醐
味
に

つ
い
て
、
選
手
た
ち
か
ら
は
ル
ー
ル
の
説
明
を
行

い
ま
し
た
。
説
明
で
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
は

そ
の
場
で
実
演

し
て
く
れ
、
ぶ

つ
か
り
合
う
迫

力
に
参
加
者
は

圧
倒
さ
れ
て
い

た
様
子
で
し
た
。

参
加
者
た
ち
は

選
手
た
ち
と
の

交
流
も
楽
し
み
、

イ
ベ
ン
ト
は
盛

況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

外
国
人
が
地
域
の
住
民
と
気
軽
に
交
流
し
、
顔

の
見
え
る
関
係
を
築
く
き
っ
か
け
と
す
る
た
め

に
、
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
様
々
な
異
文
化
交
流
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
一
年
で
最

も
日
本
ら
し
い
雰
囲
気
が
味
わ
え
る
師
走
・
お
正

月
に
あ
わ
せ
て
、
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

12
月
10
日
㈯
、
札
幌
大
学
が
福
住
町
内
会
と
協

力
し
て
毎
年
恒
例
で
行
っ
て
い
る
「
も
ち
つ
き
大

会
」の
会
場
で
、
外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
光
日

本
文
化
グ
ル
ー
プ
が
折
り
紙
人
形
作
り
や
茶
道
の

体
験
を
楽
し
め
る
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
27
日
㈫
に
は
札
幌
圏
大
学
国
際
交

流
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
共
催
で
、
日
本
の
お
正
月
を

紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
交
流
サ
ロ
ン
で
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
し
た
80
名
を
超
え
る
留
学
生
は
、
年

賀
状
作
り
や
か
る
た
大
会
を
通
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
伝
統
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

町
内
会
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
交
流

を
楽
し
む
と
同

時
に
、
学
校
を

超
え
た
留
学
生

同
士
の
つ
な
が

り
も
生
ま
れ
ま

し
た
。

ア
メ
リ
カ
ン
コ
ー
ナ
ー
・

�
２
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

体
験
し
よ
う
！

日
本
の
お
正
月

�

～
留
学
生
支
援
事
業
～

ゲームの実演をする選手のみなさんかるた大会は大人気

で
使
用
し
な
い
カ

レ
ン
ダ
ー
を
寄
贈

い
た
だ
き
、
販
売

す
る
こ
と
で
、
カ

レ
ン
ダ
ー
を
有
効

活
用
し
、
環
境
保

護
に
つ
な
げ
る
取

組
み
で
、
今
年
で

25
回
目
を
数
え
ま

し
た
。

収
益
金
三
百
四
十
三
万
九
百
三
十
二
円
は
、
国

連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）の
「

み
ど
り
一
本
」運
動
、
東
日
本
大
震
災
教
育
支
援

な
ど
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。

札
幌
を
は
じ
め
と
す
る
北
海
道
の
方
々
に

N
G
O
団
体
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
去
る
12
月
19
日
㈪
か
ら
22
日

㈭
ま
で
の
4
日
間
、
札
幌
市
役
所
本
庁
舎
1
階

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、「
N
G
O
活
動
紹
介
パ
ネ
ル

展
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
パ
ネ
ル
展
に

は
、
12
の
N
G
O
団
体

等
が
参
加
し
、
各
団
体

の
活
動
紹
介
や
、
活
動

対
象
国
や
地
域
の
様
子

を
紹
介
。
期
間
中
は
約

2
0
0
名
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。

ひ
な
祭
り
で

�

日
本
文
化
を
体
験

２
０
１
２
カ
レ
ン
ダ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
市

�
不
用
カ
レ
ン
ダ
ー
で
国
際
協
力

パ
ネ
ル
を
通
じ
て
知
る

N
G
O
活
動

�

～
N
G
O
活
動
紹
介
パ
ネ
ル
展
を
開
催
～

バザーの様子
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コンベンショ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中
で
、

前
田
冨
佐
男
氏
（（
株
）

前
田
金
三
郎
商
店
代
表

取
締
役
）に
よ
る
特
別
講

演
「
や
っ
ぱ
り
、
す
ば

ら
し
き
日
本
茶
」と
、
会

場
で
の
日
本
茶
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
呈

茶
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
、

参
加
者
は
静
岡
の
お
も

て
な
し
を
存
分
に
体
験

し
ま
し
た
。
恒
例
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
は
40
名
が
参
加
。
B
級
グ
ル
メ

グ
ラ
ン
プ
リ
「
富
士
宮
や
き
そ
ば
」を
味
わ
っ
た
後
、

沼
津
御
用
邸
な
ど
を
見
学
。
同
東
附
属
邸
の
和
室

で
は
「
国
内
M
I
C
E
を
考
え
る
」と
題
し
た
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
関
係
者
が
車
座
に
な
っ
て
熱

く
語
り
合
い
ま
し
た
。

な
お
、
次
回
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
東
北
地
域

で
の
開
催
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

札
幌
市
で
は
、2
0
1
1
年
9
月
、札
幌
市
グ
リ
ー

ン
M
I
C
E
推
進
奨
励
賞
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
、
札

幌
に
お
け
る
グ
リ
ー

ン
M
I
C
E
を
一
層

推
進
し
て
い
く
こ
と

を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
会
議

運
営
を
実
施
す
る

主
催
者
に
対
し
、
札

幌
市
長
名
で
の
推
進

奨
励
賞
を
授
与
す
る

も
の
で
、
受
賞
第
1

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
に
よ
り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
の
振
興
・
発
展
の
た
め
の
様
々
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
2
0
1
1
年
度
は
M
I
C
E
事
業
に
携
わ
る

人
材
の
育
成
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
向
け
の
コ

ン
テ
ン
ツ
整
備
な
ど
を
共
同
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

2
0
1
1
年

9
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
実
施

し

た
M
I
C
E

ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
、
M
I
C
E

に
関
わ
る
人
材

育
成
を
目
的
と
し

て
、
業
界
関
係
者

等
向
け
の
【
企
業

セ
ミ
ナ
ー
】、
未

就
業
の
初
心
者
向

け
の
【
入
門
セ
ミ

ナ
ー
】
お
よ
び
中

級
者
向
け
の
【
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
】を
開
催
。
施
設
見
学
や
模
擬
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
実
践
的
な
内
容
も
多
く
、
参
加
の
方
々

か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。
次
年
度
以
降
は
、
さ
ら
に

も
う
1
部
門
増
え
、
ま
す
ま
す
充
実
し
た
内
容
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
参
加
者
向
け
コ
ン
テ

ン
ツ
整
備
と
し
て
、
B
R
A
W
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
北
海
道
の
委
託
事
業
と
し
て
、

札
幌
商
工
会
議
所
も
含
め
た
3
者
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
よ
り
行
っ
た
こ
の
事
業
で
は
、
M
I
C
E
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

自
転
車
（B

ike, R
un, and W

alk=
B

R
A

W
 

）向

け
の
ニ
セ
コ
・
札
幌
両
地
区
の
日
本
語
版
と
英
語
版

の
2
種
類
の
地
図
を
制
作
。
W
E
B
上
で
も
、
そ
の

10
倍
以
上
の
多
彩
な
コ
ー
ス
と
詳
細
な
情
報
を
提
供

す
る
斬
新
な
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
3

月
に
は
網
走
、ニ
セ
コ
、札
幌
の
道
内
3
カ
所
で
「
北

海
道
の
ス
ポ
ー
ツ
観
光
と
M
I
C
E 

振
興
」と
題
す

る
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
し
、
道
内
で
も
関
心
が
高
ま
る

同
分
野
の
関
係
者
が
数
多
く
出
席
し
ま
し
た
。

詳
細
は
→http://netw

ork.m
ash-net.jp/

new
s_list/new

s_detail/detail_2012_01.htm
l

2
0
1
1
年
3
月
の
開

催
予
定
が
東
日
本
大
震
災
の

影
響
で
延
期
と
な
っ
て
い
た

「
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
1 

in 

富
士
」（
日
本
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
研
究
会
主
催
、【
事

務
局
】国
際
プ
ラ
ザ
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
が
、
2
0
1
1
年

11
月
28
㈪
、
29
日
㈫
の
両

日
、
静
岡
県
の
富
士
市
文
化

会
館
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
全
国
の
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
関
連
の
団
体
・
企
業
、
行
政
機
関
な
ど
か

ら
1
0
0
名
が
参
加
し
、
M
I
C
E
の
振
興
に
向
け

て
熱
い
議
論
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
ま
ず
原
忠
之
氏
（
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ

ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部
准

教
授
・
副
学
部
長
）が
「
観
光
・
M
I
C
E
ビ
ジ
ネ

ス
の
課
題
と
展
望
」と
題
し
、
M
I
C
E
産
業
の
可

能
性
に
つ
い
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
J
A
P
A
N
 M
I
C
E
再
生
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
4
名
の
M
I
C
E
実
務
専
門
家
が
、

ア
ジ
ア
と
日
本
の
現
状
を
比
較
し
な
が
ら
、
震
災
を

経
た
日
本
の
M
I
C
E
再
生
に
向
け
て
の
展
望
を
議

論
し
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ス
タ
イ
ル
で
分
科
会
2
つ
を
開
催
。
第
1
分
科
会

は
「
地
域
か
ら
の
発
信
と
お
も
て
な
し
」、
第
2
分

科
会
は
「
I
T
 M
I
C
E 

︱ 

M
I
C
E
新
時
代
を

探
る
」と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
と
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

号
と
な
る
「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
1
」を
は
じ
め
、
5
件
が
受
賞

し
て
い
ま
す
。
国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
2
0
0
9
年

度
か
ら
国
内
で
先
駆
的
に
実
施
し
て
き
た
「
グ
リ
ー

ン
M
I
C
E
推
進
サ
ポ
ー
ト
」
制
度
と
併
せ
、
今

後
も
環
境
配
慮
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
札
幌
の

M
I
C
E
誘
致
力
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ

で
は
、
環
境
団
体

等
と
連
携
し
、
地

球
環
境
の
保
全
を

よ
り
強
力
に
推
進

す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
「G

reener 
W

eek 2011

」を

実
施
。
10
月
24
日

㈪
か
ら
11
月
6
日

㈰
ま
で
の
期
間

中
、
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
し
た
。
札
幌
地
下
歩
行
空
間
で

のU
stream

ス
タ
ジ
オ
開
設
を
始
め
、
自
然
と
の

共
生
を
学
ぶ
ア
イ
ヌ
文
化
・
バ
イ
オ
マ
ス
見
学
バ
ス

ツ
ア
ー
、
白
旗
山
植
林
体
験
等
を
サ
ポ
ー
ト
。
北

海
道
大
学
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ウ
ィ
ー
ク
の
一

環
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「G

reener

に
な

ろ
う
！
持
続
可
能
な
北
海
道
の
た
め
に
」を
開
催
し
、

U
stream

配
信
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
市
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
を
図
る

と
と
も
に
、
国
際
プ
ラ
ザ
が
推
進
す
る
グ
リ
ー
ン
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
振
興
と
市
民
理
解
を
進
め
て
い
く
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
的
な
事
業
展
開
を
図
り

ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
関
連
企

業
で
組
織
す
る
N
P
O
法
人
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
札
幌

N
P
O
法
人
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携

国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

富
士　

開
催

全
国
か
ら
1
0
0
名
の
M
I
C
E
関
係
者
が
参
加
！

「
グ
リ
ー
ン
M
I
C
E
」を

積
極
的
に
推
進
！

MICE アカデミー【入門セミナー】の様子

Ustream スタジオ

生島副市長による推進奨励賞 授与式

2
つ
の
分
科
会
で
は
活
発
な
意
見
交
換
を
展
開

静
岡
な
ら
で
は
の
企
画

札
幌
市
グ
リ
ー
ン
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
推
進
奨
励
賞
ス
タ
ー
ト

G
reener W

eek 2
0

1
1

の
実
施

9



コンベンショ
ン

　札幌市がインセンティブツアー誘致の重点地域に挙げている中国本土からの来訪者は、東日本大震災の発
生後しばらくの間途絶えていましたが、年末より徐々に戻りつつあります。国際プラザ・コンベンションビュー
ローでは、震災後も中国の国際 MICE 見本市への出展をはじめ、現地の企業や大手旅行会社の関係者を対象
とした MICE セミナーの開催や視察の受入など、今後の MICE 誘致強化に向けた事業を展開しています。

中国市場に攻勢を！「さっぽろMICE」の魅力をPR

～北京におけるさっぽろMICEプロモーション～
　11 月上旬には北京市を訪問し、国際プラザとし
て海外で初の実施となる『さっぽろMICEセミナー』
を開催しました（共催：札幌市、協力：日本政府
観光局（JNTO）、中旅国際会議展覧有限公司）。
　このセミナーでは、出席した 14 社 22 名の企
業関係者に対し、雪・自然を使った体験プログラ
ムの提案や、よさこいソーランなど北海道ならで
はのアトラクションを紹介するなど、存分に魅力
を PR しました。参加者からは、「北海道・札幌は、
私たちにとってあこがれの場所。ぜひ、近いうち
に、インセンティブツアーで訪問したい」との声
が多く聞かれました。また、北京訪問中には現地
の大手 MICE 関連旅行会社や、ICT 関連の企業が
集まる会員クラブの事務局等を訪問し、札幌の魅
力を伝えました。

～ジャパンインセンティブショーケース～
　12 月中旬には、観光庁主催の「ジャパン・イ
ンセンティブ・ショーケース」において、中国の
4 都市から 17 名の MICE 関連旅行会社の関係者
が日本を訪れました。その中で、札幌では上海と
広州からの 9 名を受け入れ、3 日間の視察プロ
グラムを実施しました。参加者からは、「日本の

MICE 関連施設はサービスが良く、安心してお客
様を送り出せる。特に、今回の視察を通じ、北海
道・札幌の皆様の心温まるおもてなしに感動した」
との声をいただきました。

～中国MICEキーパーソン招請事業～
　2012 年 2 月 29 日㈬から 4 日間の日程で、
北京より 6 名の MICE キーパーソンを招請し、
視察プログラムを実施しました。アイヌ民族の伝
統芸能や市電車内 ( 貸切 ) での模擬パーティー、
定山渓温泉などが大変好評で、北海道・札幌の魅
力を存分に体験していただきました。また、期間
中には中青旅 ( 北京 ) 国際会議展覧有限公司の王
守智副総裁より、中国 MICE 市場の開拓に向けて
のアドバイスを伺いました。王副総裁からは、「北
海道は自然が豊かで、大都市からやってくる人々
がリフレッシュする上で最適の場所。自然を『名
刺』として、積極
的に中国などへ足
を運び PR すれば、
必ず多くの人が訪
れるはず」とのア
ドバイスをいただ
きました。

国
際
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
で
は
、
昨
年
の
東

日
本
大
震
災
直
後
か
ら
、
海
外
見

本
市
や
招
請
事
業
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
政
府
の
風
評
被
害
払
拭
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
事
業
の
効
果
も
あ
っ
て
、
下
半

期
に
入
り
、
札
幌
で
の
ツ
ア
ー
再

開
が
増
え
今
冬
、
台
湾
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
か
ら
大
型
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
が
北
海
道
に
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
札
幌
市
で

は
、
M
I
C
E
に
お
け
る
新
興
市

場
の
開
拓
に
も
注
目
し
、「
札
幌

M
I
C
E
総
合
戦
略
」に
お
い
て
は

2
0
1
2
年
度
の
M
I
C
E
誘
致
活

動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
市
場
を
マ
レ
ー

シ
ア
と
し
て
い
ま
す
。
同
国
は
、

2
0
1
1
年
12
月
に
1
8
0
名
規
模

の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
を
北
海

道
へ
送
客
し
、
ま
た
今
年
1
月
に
入

り
、
V
J
（
ビ
ジ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
）

地
方
連
携
事
業
と
し
て
、
北
海
道
登

別
洞
爺
広
域
観
光
圏
協
議
会
が
、
マ

レ
ー
シ
ア
旅
行
会
社
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
担
当
者
を
招
請
し
、
登
別
・

洞
爺
・
札
幌
の
視
察
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
に

は
、
駐
日
マ
レ
ー
シ
ア
大
使
ダ
ト
・

シ
ャ
ハ
ル
デ
ィ
ン
閣
下
が
来
札
さ

れ
、
同
国
か
ら
の
送
客
数
の
確
実
な

増
加
と
、
震
災
後
に
あ
っ
た
不
安
の

解
消
に
言
及
す
る
な
ど
、
今
後
の
交

流
促
進
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

国
際
プ
ラ
ザ
で
は
、中
国
・
韓
国
・

台
湾
・
香
港
な
ど
に
加
え
、
今
後

新
た
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー

の
誘
致
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に

も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
タ
イ
・
マ
レ
ー

シ
ア
な
ど
、
新
し
い
M
I
C
E
市

場
の
情
勢
を
把
握
し
、
さ
ら
な
る

相
互
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行

い
交
流
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
復
調
、

新
た
な
市
場
参
入
へ

広域連携での歓迎の様子

寿司握りにチャレンジ！
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コンベンショ
ン

　2011 年度の日本政府観光局主催による国際会議海
外キーパーソン招請事業「Meet Japan 2012」が 2
月 28 日㈫からの 3 日間、札幌で開催されました。
　当事業は、毎年、国際会議の誘致活動においてキー
パーソンとなる国際団体の会長、ミーティングプラン
ナーなどを日本へ招請し、都市視察及びコンベンショ
ン推進機関との商談会を実施することで国際会議の日
本への誘致成功を目指すものです。本年は、アメリカ、

イギリス、フランス、
スイス、韓国などか
ら 11 名のキーパー
ソン招請に加え、国
内関連学会から 7 名
が参加しました。

＜札幌ならではのプロデュース力でおもてなし＞
　本事業の札幌開催にあたり、国際プラザ・コンベ
ンションビューローでは、2 月 28 日㈫、モエレ沼
公園・ガラスのピラミッドにて札幌市長主催の歓迎
パーティーを開催しました。会場内には、「Sapporo 
Crystal Fantasy」をテーマに氷のバーカウンター、
白樺の林、キャンドルツリーを配置し、あたたかい光
と氷のきらめきで幻想的な雰囲気を演出しました。北
海道産の食材を使用した美味しい料理と札幌ならで
はのユニークなパー
ティーは、寒い札幌
の夜でもあたたかい
時間・空間であった
と参加者にも好評で
した。

　また、翌 2 月 29 日㈬にサッポロビール園で行われ
た日本政府観光局理事長主催のさよならパーティーで
は、前日の雰囲気とは打って変わってエネルギーあふ
れる勇壮なよさこいソーランの演舞をご紹介し、参加
者の思い出に残る札幌最後の夜を演出しました。

＜国際会議の札幌誘致へ向けたPR＞
　2 月 29 日㈬には、全国各地のコンベンション推進
団体と海外キーパーソンの商談会が開催され、国際プ
ラザ・コンベンションビューローも参加し、7 件の商
談を行いました。札幌コンベンションセンターなどコ
ンベンション施設の紹介をはじめ、市民ボランティア
による日本文化体験や外国語ボランティアの派遣、環
境配慮型の会議運営方法など、国際プラザのサポート
プログラムを紹介し、札幌開催を働きかけました。

＜MICEシティ札幌を案内＞
　最終日には、海外キーパーソンおよび国内コンベン
ション推進団体の参加希望者に対し、札幌市内視察ツ
アーを実施し、札幌コンベンションセンター、大倉山
ジャンプ競技場を案内しました。

　国際プラザの 20 年を超える経験によって培われた
演出力とあたたかいおもてなしの心で国際会議観光都
市・札幌が、安心して会議を開催できる都市であるこ
とをPRすることができました。本事業で得た海外キー
パーソンとのネットワークを活用し、引き続き、札幌
の魅力を伝え、国際会議の札幌誘致成功を目指したい
と思います。

国際会議海外キーパーソン続々と札幌へ
平成23年度国際会議海外キーパーソン招請事業「Meet Japan 2012」

　国際プラザ・コンベンションビューローでは、「北海道コンベンション誘致推進協議会」の一員として、
道庁・旭川・函館・釧路・北見と共に首都圏を中心とした全国の MICE 主催者・関係者への PR 活動を
1997 年より行っています。
　2011 年 11 月 16 日㈬、北海道の MICE の魅力を PR する『北海道 MICE 懇談会』を、第一ホテル東
京を会場として開催しました。各種学会・協会などの MICE 主催者と PCO（会議運営会社）や旅行代理
店などの MICE 企業担当者、合わせて 66 団体・企業より 81 名にご参加いただ
き活発な情報交換を行いました。
　また同年 12 月 14 日㈬から 2 日間にわたり東京国際フォーラムにて開催され
た、国内唯一の MICE 見本市『国際ミーティングエキスポ（IME)』では、2,700
名を超える来場者に対し MICE 開催に向けての商談や情報交換を行いました。
11 月の事業を通じたネットワークを活かしたフォローアップに繋げていきます。

“さっぽろMICE”の魅力、全国へ発信
～“北海道MICE懇談会”開催と“IME2011”出展～

Meet Japan 2012 歓迎パーティーでの氷のバーカウンター

Meet Japan 2012 商談会
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Information インフォメーション

国際交流員の退任挨拶
アンニョンハセヨ。（こんにちは）
私は2008年4月から韓国国際交流員として働いているカン・ミンジョンと申します。
いつの間にか4年間という時間が経ち、離任のあいさつをしなければならない時間になりま

した。とても寂しいかぎりです。
4年間を振り返ってみると沢山のことを学び、楽しい思い出を作りました。たどたどしい日本

語ですが、市長の通訳をしましたし、札幌と大田の姉妹都市提携の仕事にも携わることができ
ました。また、レッツトークハングルや韓国を知るセミナーなどを通して、市民の皆様との交流
もしました。個人的には、スキーも滑るようになりましたし、よさこいソーラン祭りにも参加さ
せていただき、準優勝という快挙もあげることができました。数え切れないほどの思い出と愛を
いただいて帰ります。これから韓国に帰ったら、愛をこめて札幌のPRを沢山します。

長い間、足りないところばかりの私を支えてくださった皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。
また会いましょう～　カムサハムニダ（ありがとうございます）。

姜旼廷（カン・ミンジョン）さん

国際プラザ・コンベンションビューローでは、
札幌市内で開催が予定されている主なコンベ
ンションで、主催者側から公表が許可されてい
るもののみ、ホームページ上の「コンベンショ
ンカレンダー」にて公開しております。コンベ
ンションカレンダーは半期に一度更新をおこ
なっており、約 1 年先までの開催情報だけで
はなく、既に開催された過去の情報も提供して
おりますので、ご活用ください。

http://www.conventionsapporo.jp/
j/meeting/calendar/calendar.html

国際コンベンション
2012 年

4 月
25th International Conference on Antiviral Research (ICAR) （250 名） 

6 月 第 27 回アジア消防長協会総会 (IFCAA2012) （1000 名） 

7 月 2012 International Conference on Business and Information (BAI2012) （600 名） 

7 月 第 12 回アジア歯科審美学会 （800 名） 

8 月 The 34th Annual Conference of the Cognitive Society (CogSci2012) （700 名） 

コンベンションカレンダー

国内コンベンション
2012 年

5 月
第 54 回日本小児神経学会総会 （1500 名） 

5 月 第 55 回春季日本歯周病学会学術大会 （2500 名） 

5 月 第 108 回日本精神神経学会総会 （6000 名） 

6 月 第 57 回日本透析医学会学術集会・総会 （10000名） 

8 月 第 17 回・第 18 回共催 日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 （5000 名） 

札幌市と国際プラザ・コンベンションビュー
ローでは、「冬・雪」をテーマに、札幌のMICE
施設やユニークベニューを紹介するMICEカレ
ンダーを新たに作成しました。10年仕様となっ
ているため、数年先の案件を検討したり誘致す
る方にも便利にお使いいただけます。このカレ
ンダーは、国内外のMICE専門見本市等でMICE
の主催者向けに配布する他、地元のMICE関係
者の方々にも配布いたします。ご希望の方は、
国際プラザ・コンベンションビューローまでお
問い合わせください。
� Tel：011-211-3675

オリジナルMICE10年カレンダー
好評配布中

ありがとうございます

国際プラザは2011年度、法人化20周年を迎えました。サロンに
設置した「プラザの木」は、皆さまから多くの励ましのメッセージ
カードをいただいたおかげで、青々と葉が生い茂っています。
職員一同感謝・感激の気持ちを忘れず、これからも皆さまと一緒
に歩み続けていきたいと願っております。

プラザの木
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